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本報告の目的：CWSの紹介

私たちの授業では，予習として，A4判1頁
以内で解説つき資料を提出し，コメントし
て授業づくりに生かしている。

この「解説つき資料」をContribution Work 
(CW) ，このCWを中心とする仕組みをCW 
System (CWS) と呼んでいる。

CWSのコンセプトと効果を明らかにする。
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学生参画型授業で開発されたCWS

CWSは2002年秋に開発され，中南米経済
論（学生参画型授業）に導入された。

2003年度以降も若干の修正を加えながら
ラテンアメリカ経済論と国際投資論（中南
米経済論の後身）で利用している。
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CWSのコンセプトを芝居で説明する

CWSのコンセプトと仕組みが学生参画型
授業を知らなくてもわかるようにする。

「ある日の研究室」という設定

関西地方のK大学商学部の教員Hの研究室。

教員HはK大学で国際投資論を担当し，授業
は毎回レクチャーが中心。

研究室に国際投資論の学生3名が来て，授
業と予習について話し始める。
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レポートを
毎回提出

ただし，A4判1頁以内

解説付き

レポート資 料
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予習としてのCWに求められる形式

予習としてのCWはまず，学生が無理なく
毎回提出が可能な形式でなければなら
なかった。

そうした形式を追求した結果， A4判1頁
以内の解説付き資料にたどり着いた。
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CWはやりがいのある予習を実現

Iさんの2004年5月21日提出分CW

Uさんの2003年5月22日の感想ラベル

（出所）『ラテンアメリカ経済論新聞』第3号，2003年5月29日，4頁。
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教員が課題を出して，

教員がコメントして，

教員が授業に生かし，

教員が成績をつける。

学生

授業は参与型から参画型へ

学生

学生
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CWが授業に生かされる仕組み

CWがどのように授業に生かされるのか。

(1)2週間前の授業

(2)1週間前の授業

(3)当日の授業

(4)1週間後の授業

→「2004年度ラテンアメリカ経済論におけるCWS」
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CWは授業の企画・運営に貢献

企画者からのCWに対するコメント

「CWって、企画者の力の素ですよね。企画を進め

るにあたっても、大変大きな助力になるし、すごい

完成度の高いCWや、知識モリモリのCWを見ると

『よーし！負けるか！』といった心持ちになります。

もっと名前を出したりして全面的にCWを活用できた

らよかったのに」。

（出所）『国際投資論新聞』第3号，2003年11月13日，6頁。
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CW＝予習が授業をつくる

授業企画者にとってのCW：企画に役立つ。

教材として利用できる。

受講生の状況を把握できる。

CWが授業企画の材料となるので，提出さ
れたCWの質と量が授業の質を規定する。

いわば「CWが授業をつくる」。CWは予習
の成果であるので「予習が授業をつくる」。
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予習を授業に動的にリンクさせる

CWSは予習を授業に動的にリンクさせる

ことによって，予習をよりやりがいのあるも

のにすることと，授業をよりよいものにする

ことを同時に実現していると考えられる。
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学生参画授業とは 

 

【参加の3段階】 

段階 コンセプト キーワード 
行動の

レベル
参加の局面

理解の

程度 

参加の

姿勢 

情報の

流れ 

知の 

あり方

第1段階 
参集 

Attendance 
いあわす 個人的 局所状況 断片的 受動的 一方向 知識 

第2段階 
参与 

Collaboration 
かかわる 集団的 小状況 部分的 能動的 双方向 認識 

第3段階 
参画 

Commitment 
にないあう 組織的 全体状況 包括的 創造的 多方向 意識 

(林義樹「参画理論と情報システム」『武蔵大学総合研究所紀要』第6号，1996年，62頁) 

 

【参画とは】 

 参画とは，その場の当事者が関係者と全体像を共有しながら,意識的・

自省的に計画段階から，実施・評価・伝承段階にいたるまで，「場づくり」

そのものにかかわり，自らその「部分」を担う開放的・創造的・包括的な

かかわり方。  

(林義樹「参画理論と情報システム」，64頁) 

 

【参加の型による教育の3類型】 

 参集型教育 参与型教育 参画型教育 

役割 視聴者 出演者 設営者 

行動 出席・視聴・記録 発信･交流・生産 企画・実行・伝承 

学

習

者 獲得 知識 認識 意識 

役割 レクチャラー コーディネイター スーパーバイザー 

行動 教える 調整する 学び合う 
先

生 
決定 独断 相談 協議 

(林義樹「参画理論と情報システム」，66頁) 

 

【学生参画授業とは】 

 教師の教育的配慮のもとに，受講学生が主体的に，授業の企画・実施・伝承に

参画する授業。 

（林義樹『学生参画授業論』学文社，1994年，10頁） 




